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❶

現在、アシスタント募集しております。
ラルシュの理念に興味のある方いましたらQRコードの
「ラルシュかなの家ホームページ」をどうぞご覧ください。

リトリートでの一コマ



❷

エーザイ本社へ、かなせっけん出張の旅

　２０１７年にエーザイ知創部の高山さんからお電話をいただきました。
　「エーザイの高山千弘と申します」と丁寧にお話してくださりました。
　電話を受けた私はまさかエーザイから電話が来るなんて思いもしませ
んので、エーザイの名前を使ったあやしい営業に違いないと電話を切る
ことしか考えていませんでした。
　そこから、多くの人がエーザイからラルシュかなの家に来て、私たちと
出会い、共に過ごすことを大切にしてくれました。それは単なる慈善事業
ではなく、私たちとの相互関係を本当に探していると知っていきます。
　コロナ禍でもエーザイ知創部の方々はラルシュかなの家にわざわざ来
てくださり、つながりを継続してくれました。
　そして今回、私たちがエーザイ本社を訪問し、かなせっけんを販売する
という機会をいただきます。営業チームが東京に着くとテンション上が
り、エーザイ本社では憧れの東京オフィスビルを満喫できました。
　かなせっけんの販売をしているとき、内藤CEOがずっといてくれました。
肩書にとらわれないなかまは、内藤CEOもうれしそうに歓迎します。あ
んまり馴れ馴れしくするので私がなかまに注意すると「いいんだ、いい
んだ」と内藤CEOが私をたしなめてくれました。
　かなせっけんは完売。さらに見本も買っていただくという奇跡が起き
ました。
　印象的だったのは、なかまと内藤 CEO の名刺交換です。「ラルシュか
なの家の知的障がいのあるなかま」と「エーザイの社長」という両者の
名刺交換は、私が想像していたよりずっと自然体でした。このような出
会いがもっともっと増えれば世の中変わるんじゃないかなと心が熱くな
りました。あんなに美しい名刺交換を目撃できるなんて幸運です。
　石けん販売のあとも交流の場を作ってくださり、本当にあたたかい
歓迎をいただきました。私たちを迎えるために準備をしてくださった
エーザイ知創部の皆さまに感謝いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　  コミュニティリーダー　佐藤 言



❸

　めぐみの今年の事業計画の中に、「4本立てギタースタンド
作り」と「寄付していただいたギターをペイントし、リメイクし
てオリジナルギターにする」という創作活動があり、先日その
２つが完成しました。４本立てギタースタンドを作るきっかけ
となったのは、去年、４本のギターと１本のエレキベースを寄
付していただいたことでした。そのため、かなの家の仲間にカ
ラフルな４本立てのギタースタンドを作ってもらいたいと思
いました。また、寄付していただいたギターをペイントし、リメ
イクすることでかなの家のオリジナルギターとして生まれ変
わりたいと思いました。
　まず、ギタースタンド作りは、土台となる骨組みをのこぎり
や電動ドライバーなどを使って仲間と一緒に作りました。
そのあとの塗り作業では、アクリル絵の具で下地を塗り、ポス
カで自由に模様を描いてもらいました。仲間が描いた色合い
がとてもカラフルでいい感じに仕上がりました。
　次にギターの塗り作業では、アコースティックギターとエ
レキギターをペイントし、リメイクしました。最初に表面が細
かいやすりでギター全面をやすりがけをし、そのあと、アクリ
ル絵の具で下地を塗り、オイルクレヨン、ポスカ、紙バンド、
スパンコールなどの素材を使って、仲間に貼ってもらったり、
描いたりしてもらいました。仲間の描くキャラクターや模様が
可愛く世界に一つしかない、ギターに生まれ変わりました。
　完成したギターを、色々なイベントで使ってもらい、かなの
家の仲間の賜物を伝えていきたいです。

「４本立てギタースタンド」と「リメイクギター」が完成！

世
界
に
一
つ
し
か
な
いたまもの



❹

　精神面でいえば、赦し合い、支え合う…という性質
が、心の中心に太く植わっているようなのです。
　ただ、普段は、障がいと呼ばれる様々な理由によっ
て、そこが色んな思いで散らかりやすかったり、亀裂が
生じやすかったりするので、暮らしの中の多くの面を
アシスタントが支えています。私はまだ、アシスタントに
なったばかりです。私自身は、今年、真剣に神様の御
心を想像する必要に迫られて、特に神様が、“かえって
尊いもの”とお決めになった彼らの中で、何か役割を
得て生きていければと願い、かなの家にこさせていた
だきました。
　「神は劣っている部分をかえって尊いものとし、体を
一つにまとめ上げてくださいました」　聖書には、こう
いう言葉があります。
　ここで“体”は、コミュニティに見立てられ解釈されて
いる面があります。そしておそらく、“劣っている部分”と
は、何らかのハンディを持った人たちだと思います。障
がい者といわれる人たちは、本当に、神様から愛され
ている人たちです。
　ある牧師先生が、障がい者について次のように話さ
れていたのを聞いたことがあります。「彼らがいなくて、
皆が健常者だったら、世界にはもっと強欲が蔓延して
いるでしょう」と。確かに、弱さを持つ人がいなければ、
そういう人を顧みる人もいず、一人一人の利己心が
もっと大きくて、有限の資源を求めての争いなどが、
今よりずっとエスカレートしやすい世界だったかもしれ
ません。
　かなのすまいでは、畑のものを美味しく食べる、節
水や節電といったことを始めとして、資源や物を大切
にしているなかまが多いです。意識の出来にくい、なか
まも、その環境の中で穏やかに暮らしています。そうし
たことを見聞きする中で、なかまを知ること(なかまを
中心に営まれてきた歴史も含め)、その暮らしを守るこ
と、そして地球を大切にすることなどは全部繋がって
いて、それらは、神様の愛してやまない「命」を尊ぶ道
のようなイメージとして、心に浮かぶようになりました。
　本当になかまは、人(※なかまの立場よりも、強い立
場で生活している人たち)が神様の御心を行うのを助
けてくれる使者のような、かけがえのない存在だと思
います。アシスタントとして、なかまに何が出来るのか、
寄り添い考えていくことが、何気無い日常の一部にな
るのかはわからないのですけれど、今、なかまの生活
を支える時をいただけていることが、本当に有り難いと
思います。

かなのすまいのなかまには、
羨ましいと思えるところが、
たくさんあります。 保田 智美　４月からかなのすまいで働いている新しいアシスタントです。



2023
ラルシュ・リトリート

❺

　ラルシュは「こころといのちの意味を探求する旅」を大切に
します。
　今までラルシュかなの家は、海外のラルシュの先輩方をリト
リートにお呼びし聖書のメッセージとラルシュ生活から見つけ
た知恵を教えてもらい、コミュニティ生活での「こころといのち
の意味」を探求してきました。
　コロナで中断していたリトリートを理事長小松さんからの後
押しもあり再開へと動き始めました。植松功さんを始めとした
ボランティアスタッフの助けをいただきリトリートの準備がで
きました。場所はサレジアンシスターズ山中雪の聖母修道院、
山中湖のほとりにある美しい場所です。2019年のときに市岡
神父さんに紹介してもらいリトリートの場所として使わせてい
ただいたのが始まりです。
　スピリチュアルガイドとして、日本基督教団の牧師島しづ子
さん。かなの家がラルシュに加盟する最初のときから共に歩ん
でくれています。今は沖縄で牧師をされているのですが、台風
が来る一日前にギリギリ山中湖に来てくださいました。同じよ
うに昔から共に歩んでくださる渡邊裕成神父さんは高森草庵
から来てくださいました。黙想の祈りと集いの植松功さんには
テゼの歌を担当していただき、ひかりの祭りというお祝いも
作ってくださいました。
　そして今回、30年も続くラルシュかなの家リトリートの歴史
のなかで初めてキリスト教以外の霊的指導者をお招きするこ
とができました。

　曹洞宗禅僧の澤中道全さん、掛川の長源寺のご住職です。
　食べる瞑想や、練習用スラックラインでバランス、仏教の物
語『二河白道』をグループに分かれてロールプレイするプログラ
ムを作ってくださいました。「ラルシュはもともとキリスト教の福
音に根ざしていて、今もその根を大切にしていますが、同時に、
さまざまな伝統に根ざした宗教や文化など、それぞれが信じる
ことによって形作られています」という言葉がラルシュコミュニ
ティ憲章にあります。道全さんにとっても私たちにとっても未知
のことでしたが、旅の仲間に加わっていただき感謝いたします。
　特定の宗教を持たない人、キリスト教、仏教が出会う場に
なったことと、また、私たちの隣人である韓国、中国からのアシ
スタント、お客さまの参加もあり違いをお祝いできるリトリート
となりました。
　それぞれの唯一無二な存在は美しいのですが、日々の生活
では違う価値観の人と生きることの難しさによって苦しみます。
自分自身の理想・正義・信仰が間違っているなんてとても受け
とめにくいです。私たちが自己正当の方向へ進みすぎてしまうと、
自分にも他者にも厳しくなり、固く閉じこもってしまいます。
皆がそれぞれいい理想を持っているのにもかかわらず。おそら
くリトリートは、日本で養われた霊性（愛や慈悲）の助けをいた
だき、ゆるし合い、対話し、学び合うコミュニティへと導いても
らうためにあるのでしょう。

                                     コミュニティリーダー　佐藤 言
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❻
（福）ラルシュかなの家は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

　かなの家では毎月かなの家の近所に住んでおられる寺澤節雄先生を講師
として招き、絵クラブを開催しています。なかまたちは絵クラブをとても楽し
みにしていて、月が変わる頃にはいつ絵クラブがあるのか気にして過ごして
います。絵クラブの日には、サクラクレパス様からご提供頂いている「ニュー
サクラカラー」を使ってそれぞれのなかまが思いおもいの絵を描いています。
写実的な絵を描く人は少ないですが、世の中には、色々な豊かな見方がある
ことを教えてくれるような、色彩も形も自由で豊かな表現の絵を描いてくれて
います。そんな、なかまたちの絵からは「世界の多様性」、「ありのままでいい
じゃない！」を感じることができる
のではないかと思います。
　また、絵クラブがなかまたちにと
って自己実現の大切な時間となっ
ています。皆様がカレンダーを手に
取り、なかまたちの作品を見て何
か感じて頂けたら幸いです。

CALENDAR2024 ［かなの家のアーティストたち］…１冊550円（税込）
かなの家のなかまたちの絵をカレンダーとして販売いたします。

お申し込み・問い合わせ先：社会福祉法人ラルシュかなの家かなせっけん発送所　〒421-2114 静岡県静岡市葵区安倍口新田534-3
Tel:054-296-1116　Fax:054-296-6433　mail: kanasekken196@gmail.com
ネットショップ　kananoie.shop-pro.jp
送料：カレンダーのみのご注文時10冊まで400円、10冊以上720円、8000円以上は送料無料です。せっけんの荷に同封できる時、カレ
ンダー分の送料は無料です。カレンダー発送時に、「請求書」「振込用紙」を同封いたしますので、品物到着後２週間以内に郵便局、ゆうち
ょ銀行にお振り込みください。＊手数料は無料です。
ネットショップでのご注文方法：①最初の画面の右端「お問い合わせ」をクリックしていただき、フォームに従って、お名前、アドレスをご
記入ください。②（お問い合わせタイトル）を「カレンダー購入」とし、③（お問い合わせ内容）に、ご希望の冊数をご記入ください。

CALENDAR2024
［かなの家のアーティストたち］
ができました。
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